





















































































































































































































































































































法運動の直接 契機は、次にみるように不況の影響、穀物価格の高騰、政治的戦略などであるが、そ 背後に一貫し 存在したのがエ業立国化の問題であった。それは、いう らば「世界の工場 に相応しい経済 策11自由貿易を政府に要求し、工業立国体制を公認・完成させようとする運動であったといえる。
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